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自然界での生物の活動は非生物的要因（環境）と関係がある。 

産
業
革
命
時
代
の
英
国
ロ
ン
ド
ン
の
テ
ム
ズ
河
は
屎
尿
で
お
歯
黒
ド
ブ
状
態
だ
っ
た
。 

緩
速
ろ
過
は
生
物
群
集
が
増
え
る
こ
と
で
、
水
質
を
浄
化
す
る
。 



 

1
9

7
0

年
代
に
な
る
と
、
集
水
域
生
態
系
へ
関
心
が
向
い
た
。 

湖沼のプランクトンの栄枯盛衰は、

環境の変化、餌の変化で生じる。 

休眠状態の微小生物はどこにもいる。好環境になるのを待ち構えている。 

ダ
ム
湖
の
生
物
繁
殖
は
集
水
域
の

影
響
を
受
け
る
。 

川
か
ら
湖
、
環
境
が
変
わ
る
と
こ

ろ
で
新
し
い
生
物
が
活
躍
す
る
。 



 

湖沼の植物プランクトンの季節変化と、 

緩速ろ過池の藻の季節変化が似ていた。 

単
細
胞
の
生
物
の
分
裂
は
倍
・
倍
と
増
え
る
。 

 

分裂して増える様子を、普通目盛りと、対数目盛で表すと、

数が少ない時から、分裂速度は同じである。 

自然流下で動力は必要ない。 

上
田
市
の
緩
速
ろ
過
池
の
藻
の
光
合
成
活
性

の
変
化
も
似
て
い
た
。 



 

数が少ない時は、濃縮して、数える。 

藻の繁殖状態を、対数目盛で表すと、状態が分かり易い。 

ろ
過
池
に
水
が
入
っ
て
い
る
状
態
で
、
砂
層
表
面
の
藻
を
定
量
的
に
採
取
で
き
る
道
具
を
開
発
し
た
。 

 

光
合
成
が
盛
ん
だ
と
、
藻
類
被
膜
は
浮
い
て
、
越
流
管
か
ら
流
れ
出
る
。 



 

東
大
の
田
宮
博
先
生
ら
の
ク
ロ
レ
ラ
の
大
量
培
養
実
験
の
研
究
を
参
考
に
し
た
。 

細
菌
の
増
殖
パ
タ
ー
ン
と
、
藻
の
増
殖
パ
タ
ー
ン
は
同
じ
だ
。 

GHQ進駐軍が、藻を食料資源と考えていた。 

藻類の繁殖状態を、対数目盛と、普通目盛りの両方で表すようにした。 



 

自
然
界
で
は
直
線
増
殖
状
態
は
普
通
だ
っ
た
。 

私も、田宮先生が使った扁平フラスコと同じのを用いて、

クロレラ培養実験をした。 

染屋浄水場の藻の発達も、最初は対数増殖をするが、直ぐに、
増殖は制限状態になり、直線増殖状態になった。 

田
宮
先
生
の
報
告
で
、
直
線
増
殖
と
い
う
の
を
知
っ
た
。 



 
藻や微小動物は、砂面と砂面直下しかいない。
微小動物は餌を求め、砂面近くにしかいない。 

剥
離
面
で
は
、
直
ぐ
に
藻
が
繁
殖
す
る
。 

 ろ
過
池
で
、
ボ
ー
ト
を
浮
か
べ
、
全
域
を
調
べ
た
ら
、

藻
類
被
膜
は
、
ど
こ
で
も
同
じ
だ
っ
た
。 

糸状珪藻メロシラは砂面で、真綿状に発達する。
光合成の気泡の浮力で、浮き上がる。 



 

藻
を
食
べ
る
動
物
も
元
気
だ
。 

回分処理だと、池毎に、異なる生物群集が活躍。 

活躍している微小生物を砂の大きさと比較した。 

回
分
処
理
は
効
率
が

良
い
。 

砂
面
近
く
は
餌
が
豊

富
で
生
物
も
多
い
。 

砂
層
深
く
は
、
別
の
生
物
が
活
躍
。

微
小
生
物
の
餌
の
質
が
違
う
か
ら
。 

回
分
処
理
の
方
が

良
さ
そ
う
。 



 

急
速
ろ
過
よ
り
緩
速
ろ
過
は
、
ろ
過
水
水
質
は
、

桁
違
い
に
良
い
。
し
か
も
、
省
エ
ネ
だ
。 

自然界での浄化の仕組みの賢い活用だ。 

細かな砂の間の流れは、層流。生物にやさしい。 

日
本
発
の
考
え
の
生
物
浄
化
法
を
評
価
し
て
く
れ
な
い
か
な
。 


